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前田 正治
　マイナンバーカードで住民票や戸籍謄本等の証明書がコンビニで取得できるため、
市民の利便性が向上する面は否定しないが、年間約800万円の維持管理費が発生し、
コンビニ交付による事務削減効果は期待できない。行財政改革として、コンビ二交
付が役所窓口交付の合理化・廃止に道を開くことにもつながる。

前田 正治
　少子高齢化社会の中、医療や介護現場での人手不足が深刻なことは周知のとお
りである。対策として外国人労働者の導入も検討されている。５つの陳情は医療や
介護施設等で、安全・安心な職員体制、医療や介護現場で働く労働者の処遇改善・確
保を求めたものであり、否決する理由はどこにもない。

議第11号	平成31年度玉名市一般会計予算

陳第４・５・６・７・８号

原案反対

原案賛成

議番号 議　　　案　　　名
議第2号 平成30年度玉名市一般会計補正予算（第7号）
議第3号 平成30年度玉名市国民健康保険事業特別会計補正予算（第4号）
議第4号 平成30年度玉名市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
議第5号 平成30年度玉名市介護保険事業特別会計補正予算（第4号）
議第6号 平成30年度玉名市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第3号）

議第7号 平成30年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計
補正予算（第4号）

議第8号 平成30年度玉名市水道事業会計補正予算（第3号）
議第9号 平成30年度玉名市公共下水道事業会計補正予算（第3号）
議第10号 平成30年度玉名市農業集落排水事業会計補正予算（第2号）
議第12号 平成31年度玉名市国民健康保険事業特別会計予算
議第13号 平成31年度玉名市後期高齢者医療特別会計予算
議第14号 平成31年度玉名市介護保険事業特別会計予算
議第15号 平成31年度玉名市浄化槽整備事業特別会計予算
議第16号 平成31年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計予算
議第17号 平成31年度玉名市水道事業会計予算
議第18号 平成31年度玉名市公共下水道事業会計予算

平成31年　第２回定例会　議案の審議結果
■全会一致で承認、可決した議案

議番号 議　　　案　　　名
議第19号 平成31年度玉名市農業集落排水事業会計予算
議第20号 玉名市学校教育施設整備基金条例の制定について
議第21号 玉名市企業立地促進条例の制定について

議第22号 玉名市附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

議第23号 玉名市職員定数条例の一部を改正する条例の制定について

議第24号 玉名市職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

議第25号 玉名市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例の制定について

議第26号 玉名市立小学校臨時教員の給与等に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

議第27号 玉名市教育振興基金条例の一部を改正する条例の制定について
議第28号 玉名市都市計画審議会条例の一部を改正する条例の制定について
議第29号 玉名市防災会議条例の一部を改正する条例の制定について
議第30号 市道路線の認定について
議員提出
第 １ 号

有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員会の設置に
ついて

特別委員会の構成委員の紹介
平成31年３月25日　選任

（◎は委員長、○は副委員長、敬称略）

◆有明海沿岸道路及び公共施設建
設調査特別委員会（８人） 

◎田畑　久吉	 ○古奥　俊男

　吉田真樹子	 　吉田　憲司

　一瀬　重隆	 　西川　裕文

　前田　正治	 　森川　和博

※上記委員会は、調査事件を
（１）有明海沿岸道路の早期整備に関すること
（２）公共施設適正配置計画に関すること
（３）サッカー場建設に関すること
（４）旧庁舎跡地利用活用に関すること
とし設置された。

第２回定例会（３月） 学校規模適正化事業
3,215万円

（梅林小学校外４校のプール解体工事）　平成31年第２回定例会は、２月25日から３

月25日まで開催された。提出議案は、平成31

年度当初予算、条例制定など30件で、すべて

原案どおり可決した。当初予算の主なものとし

ては、乗り合いタクシーエリア拡大に伴う運

行補助金やフルマラソン大会に伴う運営事業費、

光ブロードバンド基盤整備事業補助金などである。

また、議員提出により、新たに有明海沿岸道

路及び公共施設建設調査特別委員会を設置した。地域公共交通対策事業
2,718万円

（乗り合いタクシー運行補助金）

放課後児童健全育成事業
1億4,947万円

（平成31年度学童クラブ数：16→18クラブ）

金栗四三PR事業
（フルマラソン大会運営事業）

2,647万円

各種証明書のコンビニ交付
導入に係る経費
3,340万円

令和２年
４月１日

から

交付開始
!!

新玉名駅周辺整備事業
2,904万円

（新玉名駅周辺整備実施計画策定業務）

今年はこれだ！
平成31年度一般会計予算342億円

限られた予算を有効に！！

■賛否の分かれた議案
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議第11号 平成31年度玉名市一般会計予算 ○○○○○○○○○○○○○○○×○○議長○
原案可決

（賛18、反1）

※新生ク…新生クラブ／自友ク…自友クラブ／創政未来…創政未来／市民改革…市民改革クラブ／無会派…会派に属さない議員

○…賛成　×…反対

陳情 審議結果
件　　　　名 所管委員会 委員会結果 本会議最終結果

陳第４号 安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求める意見書の提出に関す
る陳情 文教厚生委員会 不採択

（全員一致）
不採択

（賛成少数）

陳第５号 介護労働者の労働環境及び処遇の改善を求める意見書の提出に関する陳情 文教厚生委員会 不採択
（全員一致）

不採択
（賛成少数）

陳第６号 医師養成定員を減らす政府方針の見直しを求める意見書の提出に関する陳情 文教厚生委員会 不採択
（全員一致）

不採択
（賛成少数）

陳第７号 看護師の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求める意見書の提出に関する陳
情 文教厚生委員会 不採択

（全員一致）
不採択

（賛成少数）

陳第８号 介護従事者の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求める意見書の提出に関す
る陳情 文教厚生委員会 不採択

（全員一致）
不採択

（賛成少数）
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行政運営の進化

討論



德村 登志郎
　「現地建てかえ」が市長により表
明され、集約ありきだった事業が白
紙に戻り、岱明ふれあい健康セン
ターの活用も民間への方針が出さ
れた。一刻も早く建てかえを望む
岱明地区の住民の思いをくみ、「原
案に賛成する」議員各位の賢明な
判断をお願いする。

北本 将幸
　昨年６月に作成された、今後10
年間の公共施設個別施設計画に、
岱明町公民館は、近隣する岱明ふ
れあい健康センターとの重複する
機能などを勘案し、適性規模での
建てかえとするとされている。同
時に岱明ふれあい健康センターは、
現在、平成30年、31年で約３億円
かけて改修中である。双方を活用
しながら未来の岱明地区の拠点を
創っていく事が重要である。

近松 惠美子
　今回の公民館建設の提案は、前
回反対された議員各位のご意見を
利用者団体に伝えた結果、「ここま
で譲りますので、どうか一刻も早く
建設してください。」と言う住民の
強い願いを反映したものである。
岱明ふれあい健康センター付近に
建設すべきとの議員の意見がある
が、急増している高齢者が安心して
利用できる立地条件を考えると現
在地建てかえがベストであり、原案
に賛成である。

吉田 憲司
　岱明町公民館建設自体に反対し
ている訳ではない。昨年５月の最
初の提案から「調理室はつくりませ
ん。」「やっぱり調理室は、つくりま
す。」「390㎡のホールをつくります。」

「広すぎて、法律違反でつくれませ
ん。」これでは、利用者の声を反映
した明確な方針と、将来に渡る、利
活用のビジョンが伝わってこない。
もう一度、原点に立ち返り再考すべ
きと思う。

江田 計司
　岱明町公民館建設は平成８年か
らの計画であり、現地建てかえは
岱明町町民の悲願で、合併時の約
束事でもある。旧岱明町議会では
反対もなかった。過去岱明支所に
集約化、岱明ふれあい健康センター
との併設案は住民の声を全く無視
した計画であり否決。今回は、市長
が住民と十分話し合いをされた結
論であり、岱明町出身議員５人が全
員賛成である。この事は岱明町住
民の総意であり賛成する。

前田 正治
　公共施設個別施設計画見直し及
び今後の改善点について、以下を
述べて議案に賛成する。①新しい
岱明町公民館施設に移転する社会
福祉協議会と連携を強化して、健
康・保健福祉の充実を実施するこ
と。②令和３年から岱明ふれあい
健康センターに導入する指定管理
について、住民に説明責任を十分
に果たし、住民の負担増、行政費用
の負担増にならない施設の活用を
検討すること。

議第1号	 平成30年度玉名市一般会計補正予算（第６号）岱明町公民
館建設工事基本設計及び実施設計業務
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員委 会 報 告
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　平成31年第１回臨時会が、２月６日に開催

された。提出議案は、平成30年度補正予算１

件で、内容は、12月定例会で否決された岱明

町公民館建設工事基本設計及び実施設計業務

予算を再度検討

し、修正されて

いたが、審議の

結果、賛成少数

で否決した。

アサリ貝の育つ土壌改善の取り組みを！

質問 アサリ貝等の水揚量髙と対策は。

答え 	アサリ貝の水揚量は平成15年度は2,623トン
であったが、平成30年度はゼロとなり、近年
ではゼロの状況が続いている。その対策として、
アサリ稚貝の育成事業やふくさ事業に取り組
んでいる。とれなくなった要因は河川からの
川砂の流入減少より稚貝が育つ砂地が減少し
てしまったためと考えられる。

民間を利用した工業団地の整備を検討

質問 	産業用地開発支援事業奨励金と工場等設置奨励費について。

答え 	民間を活用した工業団地の整備を検討していて、その際に発生する奨励金であること。工
場等設置奨励については、平成31年度に申請予定となっている。

平
成
31
年３

月
15
・
18
日
開
催

平
成
31
年３

月
13
・
14
日
開
催

平
成
31
年３

月
11
・
12
日
開
催

情報通信格差の解消を！

質問 	光ブロードバンド基盤整備事業について、詳細な説明を。

答え 	市内での情報通信格差を解消するため市内で光ブロードバンド環境となるよう整備を図る
もの。石貫局、横島局、天水局などの未整備地域で、民設民営の一部補助方式で実施予定
である。

コンビニ交付事業の詳細は

質問 	コンビニ証明書交付事業を導入する予定だが、費用対効果はあるのか。

答え 	コンビニ交付に必要な、マイナンバーカードの
発行数は、5,100枚で7．6％となっている。各証
明書200円のうち、コンビニ事業者に115円の
手数料を支払うので市への収入としては１件当
たり85円となるが、利用者にとっては交付時間
や交付場所が拡大され、利便性の向上が図られる。

待機児童の解消を！

質問 	地域型保育所2園が開設予定だが、詳細を伺う。また、

この２園を認定することで待機児童の解消は可能なの

か伺う。

答え 	４月に１カ所開設。定員12人で実際11人が入所、保
育士が４人配置される。もう１園は、定員10人で現在
準備中、施設を整備して秋ごろに開設予定である。また、
待機児童は現在33人。昨年度が31人で微増している。

いちごマラソン大会補助金について

質問 	大会規模が6,000人からフルマラソンを見込み2,000人増であるが、なぜ補助金は300

万円から2,282万円へと大幅に増えているのか。

答え 	経費合計は3,000万円をこえるが、これには参加料収入で1,300万円程度見込んでいる。
フルマラソンには、記録の計測、距離の計測、警備等の費用が必ず計上されるためである。

第１回臨時会

原案賛成 原案反対

原案賛成

原案反対

原案賛成 原案賛成
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議 第 1 号 平成30年度玉名市一般会計補正予算（第６号）岱
明町公民館建設工事基本設計及び実施設計業務 ○××××○×××○○○×○○○○×議長×

原案否決
（賛９、反10）

※新生ク…新生クラブ／自友ク…自友クラブ／創政未来…創政未来／市民改革…市民改革クラブ／無会派…会派に属さない議員

○…賛成　×…反対

討論

第１回臨時会

平成31年　第１回臨時会　議案の審議結果

現在の岱明町公民館公民館内の調理室

▲今年度４月から認定され、開園した
地域型保育園
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今期定例会の一般質問は３月５日㈫、６日㈬の２日間にわたり行ないました。

こが聞きたい
一 般 質 問

こ

質
問

地
域
に
と
っ
て
大
事

な
も
の
、
そ
の
歴
史
を
大
事

に
思
う
人
が
い
て
、
そ
こ
に

ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
り
、
そ
れ

を
守
り
育
て
る
人
が
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
価
値
づ

け
す
る
こ
と
を
「
市
民
遺

産
」
と
い
う
。
そ
の
人
々
に

光
を
当
て
る
こ
と
で
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
も
繋

が
り
、
ひ
い
て
は
健
康
増
進
、

地
域
振
興
、
経
済
効
果
に
も

貢
献
で
き
る
と
期
待
が
持
て

る
こ
の
制
度
を
制
定
し
て
は

ど
う
か
。

教
育
部
長

高
瀬
絞
り
木
綿

が
、
国
が
指
定
す
る
伝
統
工

芸
品
や
、
県
が

指
定
す
る
伝
統

的
工
芸
品
に
認

定
さ
れ
る
こ
と

は
、
現
段
階
で

は
非
常
に
難
し
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
本
市
の「
伝
統
的
な
工

芸
品
等
」
を
市
民
の
遺
産
と

し
て
認
定
す
る
制
度
を
創
設

し
、
復
元
さ
れ
た
「
高
瀬
し

ぼ
り
木
綿
」
を
指
定
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
現
状
で
は

考
え
て
い
な
い
。
な
お
、
高

瀬
し
ぼ
り
木
綿
を
使
っ
た
製

品
の
生
産
や
販
売
は
、
本
市

の
宣
伝
や
高
瀬
し
ぼ
り
木
綿

の
周
知
に
大
い
に
寄
与
す
る

と
考
え
る
た
め
に
推
奨
し
た

い
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
活

動
が
持
続
さ
れ
、
拡
大
さ
れ

る
こ
と
は
、
地
域
振
興
や
市

民
の
健
康
増
進
な
ど
に
も
繋

が
る
も
の
と
期
待
で
き
る
。

地
域
活
性
化
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
促
進
に
も
有

効
な
市
民
遺
産
制
度
を
制
定
し
て
は
い
か
が
か

制
度
の
創
設
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は

考
え
て
い
な
い

質
問

岱
明
町
公
民
館
建
設

に
つ
い
て
現
在
地
建
て
か
え

に
反
対
し
た
私
と
し
て
は
、

岱
明
ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ

ー
、
岱
明
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
、
岱
明
中
央
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
周
辺
エ
リ
ア
に
早
急

に
建
設
を
し
、
後
々
に
こ
の

周
辺
エ
リ
ア
の
開
発
整
備
を

行
な
い
、
周
辺

施
設
利
用
の
活

性
化
を
行
な
う

事
が
良
い
と
考

え
て
い
る
。
こ

の
考
え
を
岱
明
町
公
民
館
建

設
の
代
替
案
と
し
て
検
討
す

る
考
え
が
あ
る
か
。

市
長

岱
明
町
公
民
館
を
含

む
公
共
施
設
利
用
の
活
性
化

の
た
め
の
周
辺
エ
リ
ア
の
考

え
方
に
つ
い
て
は
、
岱
明
中

央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
岱
明

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
岱

明
ふ
れ
あ
い

健
康
セ
ン
タ

ー
、
現
岱
明

町
公
民
館
、

そ
し
て
将
来

は
小
中
一
貫

と
な
る
で
あ

ろ
う
岱
明
中

学
校
ま
で
を

ひ
と
つ
の
エ

リ
ア
、
ひ
と

つ
の
拠
点
と

捉
え
て
い
る
。

ま
た
、
岱
明

ふ
れ
あ
い
健

康
セ
ン
タ
ー
隣
接
地
で
の
公

民
館
建
設
の
提
案
に
つ
い
て

は
、
参
考
に
す
る
が
、
建
設

予
定
地
が
す
べ
て
私
有
地
で

あ
る
た
め
、
調
査
・
検
討
し

な
け
れ
ば
、
ひ
と
つ
の
選
択

肢
と
し
て
提
案
が
で
き
る
の

か
ど
う
か
を
現
時
点
で
答
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

◦
自
治
区
長
等
か
ら
の
要
望

書
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

◦
産
業
経
済
部
の
機
構
改
革

に
つ
い
て

建設が白紙になった岱明町公民館建
設について今後の考えを伺う

今後、いろいろな調査を行ないたいと
思うが、現時点では未定である

質
問

①
児
童
生
徒
へ
の
心

肺
蘇
生
教
育
の
現
状
と
今
後

の
方
向
性
②
学
校
に
お
け
る

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
状
況
③
教
職

員
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
の
実
施

状
況
な
ど
具
体
的
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長

①
中
学
校
学
習

指
導
要
領
の
「
保
健
体
育

編
」
で
、「
心
肺

蘇
生
法
を
取
り

上
げ
、
理
解
で

き
る
よ
う
に
す

る
。」
と
示
さ
れ
、

授
業
で
の
指
導
が
行
な
わ
れ

て
い
る
。
今
後
も
児
童
生
徒

の
危
機
管
理
意
識
を
高
め
る

取
り
組
み
と
同
時
に
、
学
習

指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
内
容

に
沿
っ
て
教
育
を
進
め
て
い

く
。
②
玉
名
市
立
の
全
小
中

学
校
に
１
台
若
し
く
は
２
台

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
配
備
さ
れ
、
職

員
室
・
保
健
室
・

体
育
館
・
玄
関

等
の
使
用
可
能

性
の
高
い
場
所

に
配
置
し
て
い

る
。
③
ほ
と
ん

ど
の
学
校
が
消

防
署
等
に
依
頼

し
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
取
扱
い
に
つ

い
て
の
実
技
講

習
会
を
実
施
し

て
い
る
。
特
に

夏
季
休
業
中
に

プ
ー
ル
開
放
を

実
施
す
る
学
校
で
は
、
保
護

者
を
含
め
た
心
肺
蘇
生
法
講

習
会
を
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

◦
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に

つ
い
て

◦
母
子
手
帳
ア
プ
リ
導
入
に

つ
い
て

◦
ひ
と
り
親
世
帯
の
水
道
料

減
免
に
つ
い
て

◦
夏
季
休
暇
中
に
お
け
る
学

童
保
育
に
つ
い
て

◦
児
童
虐
待
防
止
対
策
に
つ

い
て

学校での心肺蘇生教育の普及推進及び突
然死ゼロの危機管理体制の整備について

各学校にＡＥＤを設置し、使用方法等に
ついての研修及び教育を実施している

▲岱明町公民館建設は、周辺施設との一体的な開発を

▲平成23年度より太宰府市で実施
されている市民遺産制度

吉田 真樹子
（創政未来）

松本 憲二
（自友クラブ）

德村 登志郎
（公明党）

質
問

総
務
部
長

質
問

総
務
部
長

岱明ふれあい
健康センター
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一般質問一般質問

質
問

質
問

答
え

答
え

質問

質問

答え

答え質
問

玉
名
市
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
計
画
に
お
け
る
22

施
策
の
進
捗
状
況
及
び
公
表

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま

た
、
目
標
達
成
に
向
け
て
推

進
体
制
を
強
化
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
新
規

就
農
希
望
者
が
参
入
し
や
す

い
よ
う
に
、
必
要
な
経
営
面

積
を
50
ア
ー
ル
か
ら
30
ア
ー

ル
に
下
げ
る
市
町
村
も
あ
る
。

本
市
の
状
況
は
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長

平
成
29
年

度
の
現
況
値
確
認
を
行
な
っ

て
い
る
状
況
だ
が
、
把
握
し

て
い
る
内
容
で
は
、
年
間
目

標
を
達
成
し
て
い
る
施
策
も

あ
る
。
令
和
４
年
度
に
は
デ

ー
タ
更
新
に
基

づ
く
中
間
見
直

し
に
よ
り
、
目

標
値
を
見
直
す

な
ど
、
※

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
進
行

管
理
を
行
な
い
、
施
策
の
調

整
を
行
な
っ
て
い
く
。
ま

た
、
新
規
就
農
希
望
者
が
農

地
を
取
得
ま
た
は
借
り
入
れ

を
す
る
際
の
農
地
保
有
下
限

面
積
に
つ
い
て
は
、
農
業
委

員
会
が
農
林
水
産
省
で
定
め

た
基
準
に
従
い
検
討
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
市
外
か
ら
の

新
規
就
農
者
の
移
住
促
進
の

た
め
、
空
き
家
に
付
属
し
た

農
地
に
つ
い
て
も
関
係
課
と

連
携
を
図
り
調
整
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

◦
職
員
の
任
用
に
つ
い
て

◦
消
費
者
行
政
の
推
進
に
つ

い
て

質
問

本
市
に
は
、
沢
山
の

種
類
の
柑
橘
類
が
栽
培
さ
れ

て
い
て
、
10
種
類
も
の
柑
橘

類
を
販
売
し
て
い
る
直
売
所

も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
、

大
型
ス
ー
パ
ー
で
は
手
に
入

ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

に
も
関
わ
ら
ず
、
市
民
に
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
本

市
に
道
の
駅
を
切
望
す
る
声

も
あ
る
が
、
諸
条
件
を
考
え

る
と
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
。
ま
ず
、
地
元
直
売
所

と
手
を
結
び
、
み
か
ん
、
ト

マ
ト
、
イ
チ
ゴ
を
中
心
と
し

た
玉
名
の
農
産
物
の
宣
伝
に

力
を
入
れ
、
市
外
か
ら
の
誘

客
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長

農
作
物
の
収
穫

時
期
に
合
わ
せ

て
市
内
の
直
売

所
に
共
通
の
の

ぼ
り
旗
や
ポ
ス
タ
ー
等
を
掲

示
す
る
事
で
、
玉
名
を
訪
れ

た
方
々
に
Ｐ
Ｒ
が
で
き
る
。

ま
た
、
市
民
に
対
し
て
も

「
玉
名
の
宝
物
」
を
再
認
識

し
て
も
ら
う
よ
い
機
会
と
な

る
。
ま
ず
は
、
直
売
所
に
、

そ
れ
ぞ
れ
が
所
有
す
る
の
ぼ

り
旗
を
収
穫
期
に
設
置
し
て

も
ら
う
よ
う
依
頼
し
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で

情
報
発
信
に
努
め
、
市
全
体

の
気
運
醸
成
に
向
け
、
関
連

施
設
・
関
係
団
体
と
協
議
す

る
。そ

の
他
の
質
問

◦
長
寿
社
会
に
対
応
し
た
地

域
活
性
化
対
策
に
つ
い
て▲種類豊富な「玉名産みかん」

「
み
か
ん
ま
つ
り
」で
玉
名
を
ア
ピ
ー
ル
し

な
い
か
！

農
業
振
興
の
目
標
達
成
に
向
け
た
、
推
進

体
制
の
強
化
を
！

直
売
所
に
の
ぼ
り
旗
の
設
置
を
依
頼
す

る
と
と
も
に
、情
報
発
信
に
努
め
て
い
く

進
行
管
理
に
よ
る
施
策
の
調
整
等
を
行
な
い
、

令
和
４
年
度
に
は
中
間
見
直
し
を
行
な
う

質
問

市
長
が
表
明
さ
れ
た

「
笑
顔
を
つ
く
る
10
年
ビ
ジ

ョ
ン
」
の
中
で
、
平
成
31
年

度
当
初
予
算
で
、
光
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
未
整
備
地
区
を
単

年
度
で
整
備
。
ま
た
、
消
防

団
員
の
安
全
の
た
め
の
装
備

品
に
も
予
算
が
計
上
さ
れ
て

お
り
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対

応
を
評
価
し
た

い
。
今
後
の
優

先
順
位
・
方
向

性
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
お
ら

れ
る
か
伺
う
。

市
長

九
州
新
幹
線
全
線
開

業
以
来
の
長
年
の
懸
案
事
項

で
あ
る
新
玉
名
駅
周
辺
整
備

の
問
題
や
、
少
子
高
齢
化
や

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
起

因
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
、

ま
た
、
災
害
に
強
い
都
市
整

備
な
ど
、
他
に
も
多
く
の
喫

緊
の
課
題
が

あ
る
こ
と
は

認
識
し
て
い

る
。
今
後
は
、

準
備
が
整
っ

た
も
の
か
ら

早
急
に
実
施

し
て
い
き
た

い
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、

「
笑
顔
を
つ

く
る
10
年
ビ

ジ
ョ
ン
」
の

タ
イ
ト
ル
や

基
本
目
標
に

あ
る
笑
顔
を
守
り
、
笑
顔
を

創
る
た
め
に
は
、
市
民
生
活

の
安
定
の
分
野
に
お
い
て
、

特
に
〝
健
康
と
福
祉
”
の
充

実
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
あ
る
と
捉
え
て
推

進
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

◦
市
の
広
報
紙
に
つ
い
て

◦
市
役
所
の
危
機
管
理
体
制

に
つ
い
て

◦
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
つ

い
て

「笑顔をつくる10年ビジョン」の中で、
今後の優先順位・方向性を伺う

市民生活の安定のためには、健康と福祉
の充実は欠くことのできないものである

質
問

本
年
４
月
の
機
構
改

革
で
都
市
整
備
課
新
玉
名
駅

周
辺
整
備
推
進
係
が
で
き
る

が
、
現
在
、
職
員
が
県
庁
へ

相
談
に
伺
っ
て
も
、
よ
い
回

答
が
頂
け
ず
帰
っ
て
く
る
状

況
で
あ
る
と
聞
く
。
担
当
職

員
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
必
要

で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
、
県

ま
た
は
国
か
ら

職
員
の
出
向
を

し
て
い
た
だ
き
、

新
玉
名
駅
周
辺

開
発
を
担
当
す

る
副
市
長
を
新
た
に
設
け
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
構

成
し
対
応
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

市
長

新
玉
名
駅
周
辺
整
備

に
つ
い
て
は
、
昨
年
６
月
に

新
玉
名
駅
周
辺
等
整
備
基
本

方
針
を
策
定
し
た
。
そ
し
て
、

平
成
31
年
度

当
初
予
算
に

具
体
的
な
整

備
計
画
を
策

定
す
る
た
め
、

新
玉
名
駅
周

辺
整
備
に
お

け
る
実
施
計

画
策
定
業
務

及
び
排
水
路

策
定
業
務
を

計
上
し
て
い

る
。
整
備
計

画
を
策
定
し
、

事
業
を
着
実

に
推
進
す
る
た
め
に
は
、
都

市
計
画
に
対
し
て
の
高
度
な

知
識
と
経
験
が
不
可
欠
で
あ

る
た
め
、
専
門
的
な
立
場
か

ら
指
導
・
助
言
等
が
で
き
る

職
員
の
派
遣
を
国
土
交
通
省

に
要
望
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

◦
玉
陵
校
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
に
つ
い
て

◦
市
が
補
助
す
る
外
郭
団
体

へ
の
指
定
管
理
に
つ
い
て

新玉名駅周辺整備について

国の機関に専門知識を持つ職員派遣
の要望を行なっている

▲新玉名駅前開発予定地

▲玉名市食料・農業・農村基本計画
☞※PDCAサイクル…	Plan（計画の策定）、Do（計画の実行）、Check（点検・評価）、Action

（改善・見直し）を繰り返し、継続的な計画の推進と改善を図る手法。

吉田 憲司
（創政未来）

古奥 俊男
（新生クラブ）

近松 惠美子
（新生クラブ）

前田 正治
（共産党）

質
問

総
務
部
長

質
問

総
務
部
長
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一般質問一般質問

質
問

質
問

答
え

答
え

質問答え質
問

現
在
、
学
習
塾
等
で

は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が
行
な
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
県
内
の
自

治
体
の
小
学
校
に
お
い
て
も
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
教

育
が
行
な
わ
れ
、「
未
来
へ

つ
な
ぐ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
」
と
題

し
、
新
聞
に
も
連
載
さ
れ
て

い
た
。
今
後
、
21
世
紀
を
つ

く
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し

た
教
育
は
本
当
に
大
切
で
あ

る
。
本
市
の
現
状
と
今
後
の

計
画
を
伺
う
。

教
育
部
長

各
小
中
学
校
の

校
務
用
・
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
、

電
子
黒
板
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
環
境
が
整
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
情
報

技
術
の
急
激
な

進
展
や
、
児
童

生
徒
の
情
報
教

育
の
さ
ら
な
る

充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
等
の
整
備
が
今
後
の
課

題
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
整

備
に
は
時
間
と
多
く
の
予
算

が
か
か
る
。
さ
ら
に
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
の
面
か
ら
の
条
件

整
備
も
必
要
で
あ
る
た
め
、

今
後
、
関
係
部
署
、
教
職
員

等
を
含
め
た
検
討
会
議
を
開

催
し
、
可
能
な
限
り
早
い
段

階
で
整
備
が
で
き
る
よ
う
協

議
を
重
ね
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の

充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

◦
当
初
予
算
の
明
細
化
に
つ

い
て

◦
保
育
料
無
償
化
の
影
響
に

つ
い
て

◦
農
林
水
産
関
係
予
算
の
減

額
理
由
に
つ
い
て

▲市内の小学校に設置された電子黒板

学
校
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
現
状

と
今
後
に
つ
い
て

検
討
会
議
を
開
催
し
協
議
を
重
ね
、
更
な

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
に
努
め
て
い
く

質
問

平
成
31
年
度
一
般
会

計
予
算
は
、
約
３
４
２
億
円

と
な
っ
て
お
り
、
過
去
最
大

級
の
予
算
編
成
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
財
源
と
し
て
、
財

政
調
整
基
金
な
ど
約
28
億
円

の
基
金
取
り
崩
し
が
行
な
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
要
因
と
し

て
は
何
が
考
え
ら
れ
る
か
。

ま
た
、
予
算
の

適
正
規
模
に
つ

い
て
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い

る
の
か
伺
う
。

総
務
部
長

財
政
調
整
基
金

の
取
り
崩
し
の
要
因
は
、
歳

入
で
、
普
通
交
付
税
が
合
併

算
定
替
の
縮
減
に
よ
り
減
少

し
て
い
る
こ
と
と
、
歳
出
で
、

職
員
採
用
に
よ
る
人
件
費
、

公
債
費
及
び
金
栗
四
三
Ｐ
Ｒ

推
進
事
業
費
等
の
経
費
が
増

加
し
て
い
る
た
め
。
減
債
基

金
は
、
合
併

特
例
債
の
償

還
に
対
す
る

財
源
と
し
て
、

市
有
施
設
整

備
基
金
は
、

市
民
会
館
建

設
事
業
の
財

源
と
す
る
た

め
取
り
崩
し

を
行
な
う
。

ま
た
、
予
算

の
適
正
規
模

に
つ
い
て
は
、

公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
な
ど
の
行
財

政
改
革
関
係
の
既
存
計
画
を

確
実
に
実
施
し
、
予
算
規
模

の
縮
小
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
当
初
予
算

と
し
て
は
３
０
０
億
円
程
度

が
適
正
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。そ

の
他
の
質
問

◦
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

◦
地
域
内
連
携
（
高
校
、
大

学
と
の
連
携
）
強
化
に
つ

い
て

持続可能な財政運営、まちづくりの実
施を！

「笑顔をつくる１0年ビジョン」の実現に向け
事業の必要性を見極め、財政健全化を図る

質
問

平
成
30
年
12
月
定

例
会
に
提
案
さ
れ
た
（
仮
称
）

岱
明
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
案

は
、
建
設
中
の
市
民
会
館
小

ホ
ー
ル
と
同
内
容
で
あ
り
、

税
の
無
駄
使
い
の
観
点
か
ら

多
数
の
議
員
が
反
対
で
否
決
。

２
月
の
臨
時
会
で
修
正
さ
れ

た
案
も
無
駄
の
見
直
し
が
必

要
と
否
決
。
岱

明
町
の
将
来
の

活
性
化
、
繁
栄

の
為
、
岱
明
ふ

れ
あ
い
健
康
セ

ン
タ
ー
、
岱
明
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
ま
で
道
路
を
新
設

し
て
一
帯
の
拠
点
作
り
構
想

が
、
未
来
の
岱
明
町
の
繁
栄

を
想
像
出
来
る
と
思
う
。

市
長

岱
明
町
公
民
館
建
設

に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
以

前
に
も
否
決
さ
れ
た
経
緯
が

あ
り
、
そ
の

後
多
く
の
地

域
の
方
の
声

を
聞
い
た
上

で
現
地
建
て

か
え
を
表
明

し
提
案
し
て

き
た
。
臨
時

議
会
で
の
否

決
を
受
け
、

既
に
検
討
を

始
め
て
い
る

が
、
今
後
い

く
つ
か
の
案

を
出
し
な
が

ら
、
再
度
地
域
の
方
に
説
明

を
し
、
意
見
を
伺
う
こ
と
や

周
辺
民
地
等
の
調
査
・
検
討

も
必
要
で
あ
る
た
め
、
新
年

度
か
ら
改
め
て
調
査
を
始
め

て
、
丁
寧
に
や
っ
て
い
く
べ

き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

◦
く
ま
も
と
県
北
病
院
機
構

の
建
設
と
運
営
に
つ
い
て

◦
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
は
順
調

か

岱明町公民館建設は一日でも早く議
会に提案される事を強く要望する

今すぐに提案できるものではない。調査、
協議、住民説明等丁寧に検討していく

▲岱明ふれあい健康センター

▲平成31年度玉名市一般会計当初予算は約342億円！

質
問

総
務
部
長

質
問

総
務
部
長

北本 将幸
（創政未来）

田畑 ひさよし
（市民改革クラブ）

西川 裕文
（新生クラブ）

金栗四三地域創造戦略特別委員会視察報告

佐賀県多久市より「議会だより」視察研修受け入れ！

岡山県津山市 フルマラソン大会について	 平成31年２月４日〜５日

　津山市は人口約10万人。今年で27回目を迎える「津山加茂郷フルマラソン大会」を毎年4月に開催さ
れている。桜、新緑の加茂川沿いを約2,000人が駆け抜ける。特徴としては、地域あげての応援とおも
てなしで、自発的にお好み焼き、流しソーメン等をふるまわれている。また、市民マラソン大会では珍
しい、個人のスペシャルドリンクを各給水所に置くことができる。これらのことから、リピーターが多
いのも特徴である。やはり、住民の自発的な応援、おもてなしを促す施策が必要と感じた。

　１月31日に、佐賀県多久市議会より議
会報の研修を受け入れた。今回、編集・発
行の流れについて①役割・記事の分担、②
作業開始から入稿までの流れ、③編集時の
留意点、以上の３点をテーマに研修を行
なった。本市の取り組みを説明後、意見交
換を行ない有意義な研修となる。今後も市
民の方々、他市議会にも関心を持って頂け
る紙面づくりを進めて行きたいと思う。
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古家　美咲 さん
　菖蒲の花が目立つようにしたかったので、手
前に花があるように描きました。また、菖蒲の
花を見て楽しんでいる人を描いて、明るく楽し
そうな雰囲気に見えるように工夫しました。

表
紙の
イラスト

６月定例会の予定

　※都合により変更になることがあります。

5月 27日㈪ 議会運営委員会
6月 3日㈪ 定例会開会

14日㈮ 一般質問
17日㈪ 一般質問
18日㈫ 一般質問

発
行
日
／
令
和
元
年
５
月
１
日
発
行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
玉
名
市
議
会
だ
よ
り
54
号
」の
印
刷
部
数
は
２
６
０
０
０
部
。

編　

集
／
議
会
広
報
広
聴
特
別
委
員
会　
　

発　

行
／
玉
名
市
議
会　
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議会広報広聴特別委員
（委員長）北本　将幸　　（副委員長）德村登志郎

（委 員）吉田真樹子　　吉田　憲司

　　　　　一瀬　重隆　　赤松　英康

　　　　　古奥　俊男　　多田隈啓二

※総務委員会・建設経済委員会・その他各種委員会においても、関係する市民団体との意見交換会を実施していま
す。その活動については、今後随時掲載していきます。

調査研究テーマ

子育て支援に

関すること

文教厚生委員会

において討議

 平成30年12月19日開催 
の委員会において、先に
開催した意見交換会での
意見をもとに、執行部に
対する提言を行なうた
めの委員間討議を行ない、
３点について提言を行な
うこととした。

市長へ提言書の提出

提言を文書にまとめ、平成31
年３月25日議長から市長へ提出。

提言書の内容

①玉名第１保育所の建て
かえを早期に検討し、
整備すること。

②公立保育所の民営化を
進める際は、早期に説
明会を行なうなど、地
域・保護者に対し最大
限の配慮を行なうこと。

③子育て世代に対し、子
どもの遊び場、子育て
支援施設等の周知を幅
広く行なうこと。

意見交換会の開催

平成30年11月28日19
時から横島町公民館に
おいて玉名市内の保育
所の保護者代表と子育
て支援に関する意見交
換会を実施。保育園児
を持つ保護者からの意
見聴取を行なった。

保育所の保護者代表と議会の意見交換会実施！！

6月 19日㈬ 一般質問（予備日）
20日㈭ 総務委員会
21日㈮ 建設経済委員会
24日㈪ 文教厚生委員会
28日㈮ 採決・定例会閉会

議会
の

取り
組み

　新しい市民会館は、順調に建物工事が行なわれています。
　平成31年度の一般会計当初予算も、今定例会で、可決しました。
　また、玉名市の名誉市民「日本マラソンの父」であります、金栗四三氏のドラマ「いだてん」の大河ドラマ館も
旧市役所庁舎跡にオープンしています。是非、多くの市民の皆様にご来場して頂きたいと思います。
　そして、今号が平成最後の「たまな市議会だより　たまて箱」となりました。
　今年は、玉名市にとって記憶に残る年になるでしょう！	 広報広聴特別委員　赤松　英康

編集後記


